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（２）Ｅ-メール文は、都内に勤務する研究員（主任、年齢 49 歳、男）が、2003 年１月～
2005 年 12 月（３年間）に送受したメール 17989 通のうち、「たいと思う」が含まれる
メール 2096 通（12%）の中から、300 通を選んだものである。 
（３）「～たいと思う」に関するアンケートは、日本語母語話者を対象として 60 人に実施
し、その内容は、(ⅰ) 披露宴の招待状、(ⅱ) お歳暮のお礼状、(ⅲ) 年賀状、(ⅳ) 就









は日本語母語話者で、10 代～60 代の男女の 50 人、職業は、大学学部生（13 人）、専
門学校生（8 人）、会社員（25 人）、その他（4 人）であった。設定場面Ⅱの対象者は





























（２）分析項目２ 上下関係（上 → 下、下 → 上、同一） 








（１０）分析項目 10 決定事項（この「希望」はすでに決定されている事項であるのか） 
（１１）分析項目 11 表現の出現位置 （前文、主文、末文など、どの位置に現れているか） 
（１２）分析項目 12 他の表現方法（他の表現が可能であるのか） 





























































































に    」 








設問：「あせらずに、大切に        」 















設問：「今年も、先輩のご指導を仰ぎつつ新たな目標へチャレンジして      」 










て    」 












（５）部下から上司への E メールに関する設問と分析結果 
設問：「明日から 4 日間，        」 











設問：「それでは時間になりましたので、ただ今より○○の発表会を       」 














































































































































110 号 日本語教育学会 
蒲谷 宏・川口義一・坂本惠（1998）『敬語表現』大修館書店 
蒲谷宏・待遇コミュニケーション研究室(2003)「「待遇コミュニケーション」とは何か」 
『早稲田大学日本語教育研究』2 号 早稲田大学大学院日本語教育研究科 
徐愛紅（2001）「希望表明形式による意思表示－日中両語を対照して－」『日本語教育』 
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